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※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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森に潜んだ裸足の少女の物語 ６日（日）＝１、３面

（火）

イスラエルで留学生活
を送っていた記者は、あ
る日、女性の自伝をもら
いました。読み始めると
夢中になり、記者はこの
女性から話を聞きたいと
いう思いがあふれました。
女性の名は、ユダヤ人

のトバ・ベラフスキーさ
ん（93）＝写真。10代の

時、当時はポーランド領
だった村で暮らしていま
した。比較的平穏だった
生活は、1941年にナチ
ス・ドイツが進駐してき
たことで激変しました。
強制連行から逃れるため
に、トバさん一家は森の
中で３年に及ぶ凄絶な
日々を過ごしたのです。

戦後も、心はまだ戦争
の中にいたトバさんは、
体験を書き留める決心を
しました。そこには、戦
争中の過酷な経験だけで
はなく、希望を抱いてい
た少女の心境がつづられ
ていました。トバさんの
人生に迫ります。

６日（日）＝総合面

米軍が広島と長崎に
原爆を投下してこの夏
で78年になります。今
年も広島は６日、長崎
は９日に、犠牲になっ
た人々を追悼し、核廃
絶と平和への誓いを国
内外に発信する厳粛な
式典が営まれます。

広島と長崎の式典に
違いはあるのか、いつ

からどんな形で行われ
ているのか。また、中
止したことはあるのか、
平和宣言は誰が作るの
か。そして、世界の情
勢に応じて式典はどの
ように変化してきたの
か。
年表や写真を交えて

分かりやすくお伝えし
ます。

広島と長崎の平和式典

７日（月）＝夕刊２面

岸田文雄内閣の支持
率が下げ止まりません。
身内びいき、マイナン
バーのトラブル……世
論の不満は、どこにあ
るのでしょうか。

新聞14紙を読み比べ
ている時事芸人のプチ

鹿島さん＝写真＝は、
政権発足当初は「風船
おじさん内閣」と命名
していましたが、今は
「先送りおじさん内
閣」に改名したと言い
ます。その理由を聞き
ました。
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光
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光
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昨年の広島の平和式典の様子

プチ鹿島さんの岸田首相評
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催
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Ｄ
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催
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電力を無駄にしないために、広範囲に電気を融
通できる送電網の強化が求められている
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